第１学年　道徳指導案
１　主　題　　　生き物を大切にしよう　　　３―（２）自然愛・動植物愛護　「たすけて」
２　本時のねらい：自然や動植物とのかかわり方について考え、身近な自然や動植物に優しい心で接しようとする心を育てる。
３　資料・準備：中心資料＝「たすけて」（学研　みんなのどうとく　１ねん）
４　展　　　開：
	段階
	学習活動（言語活動）
	支援（支）　留意点・　評価          

	気づく
	１　せみについて知っていることを話し合い、本時の資料へ興味をもつ。
	・　身近な生活でのせみとの接点を想起させてから本時の資料名を紹介し、資料への関心を高めさせる。


	価値の自覚を深め、生き方と結ぶ
	２　資料「たすけて」を読み、話し合う。

（予想される発言等）
・　早くせみになりたい。

・　脱皮の準備をがんばろう。

（予想される発言等）

· 苦しかった、こわかった。

· 逃げられてよかった。
· 今度こそがんばって登ろう。
· 逃がしてくれて、ありがとう。

（予想される発言等）

・　虫がかわいそうだし、死んでしまうといけないから、捕まえてはいけない。
· 苦しくないようにそっと捕まえて、

かごに入れてあげばいい。

· 捕まえた後に逃がせばいい。
３　友だちの意見を聞いて、気がついたことや思ったことを話し合う。

・　虫を捕まえた後に逃がしたらいい

という意見に質問。逃がすまでに弱ったらどうするのか。

　→　元気になるまで世話をする。

・　虫を傷つけなければ、虫を捕まえてもいいという意見に賛成。

・　せみの命を大事にするという意見に賛成。
４　自分の生活を振り返り、生き物を大切にすることについて話し合う。

（予想される発言等）
・　飼っていた小鳥が死んでしまい、悲しかった。次に飼った小鳥も大切にしようと思った。
	・　教師の範読後、「幼虫が木に登り出した場面」と「人間の子どもが幼虫を捕まえた場面」を、イラストを提示しながら確認する。
・　児童の率直な発言等を大切にし、板書はしない。

・　脱皮を心待ちにしていたことや、せみになることへの期
待感に共感させる。
・　発言する児童にペープサートのツクノスケ持たせて話を
させることで、ツクノスケの気持ちを深く考えさせる。

（支）　ペープサートのツクノスケで資料をたどりながら動かして見せて、ツクノスケの気持ちに寄り添わせる。
・　「いい」「いけない」それぞれの立場の理由を問い返し、生命を大切にすることについての考えを深めさせる。

・　虫を捕まえたことがある人や虫を飼っている児童には、その時の気持ちを考えるように促し、捕まえることを一方的に否定する話し合いに偏らないようにする。
・　生き物を大切にしようとする気持ちと、生き物の生命を尊重する責任感のつながりがわかるように分類・整理しながら板書する。
・　違和感のある発言に対しては、質問させることで話し合いを深めさせる。
（支）　自分がどの意見に近いかを考えさせることで、自分の価値観を明らかにさせる。その上で、自分とは違う意見に納得したのか、質問したいのかを考えるように声をかける。
・　他の人の考えを聞くことで、学んだことを自分の心の成長としてとらえさせ、みんなで共有する。
・　虫に限らず、生命のあるもの全てを含めて、生き物として考えさせる。



	
	５　教師の説話を聞く。
	· 「生き物を愛おしく思う気持ち」と「生き物の生命を守
る」ことを両立する難しさを体験した話を伝える。


５　反省
６　高評

（３分）





せみはどうして「たすけて」と思ったのでしょう。





（39分）





木に登り始めたツクノスケは、どんな気持ちでしょう。





もう一度、木を登り始めたツクノスケは、どう思っているでしょう。





虫を捕まえるのは、いけないことなのかどうか考えよう。





補　他の考えの人に質問はありませんか。また、「なるほど」と思った意見はありませんか。





これまでに生き物を「大切にしたい」「一つしかない命」と思ったことはありますか。そのときは、どんな気持ちでしたか。





（評）生き物の生命を大切にしようとする気持ちをもつことができたか。





（３分）





まと


める








